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2023 年度 FD 関連研修会 活動報告書発刊にあたって 

教育推進機構長 

斉藤 利彦 

2008 年、中央教育審議会は「学士課程教育答申」を公表し、続けて 2012 年、「教育の質

的転換答申」を、2018 年には「グランドデザイン答申」を発表しました。大きなインパク

トを与えたこれらの答申は、現今の大学教育改革の基軸である〈学修者本位の教育〉〈学修

成果の可視化〉を大学に強く求め、そのための改革を促しています。 

こういった施策に対応するために、各大学は教育改革や教育環境の整備、教育内容や教

育方法・手法の改善のための施策を打ち出しています。その施策に沿い、教育を行うのは

ひとりひとりの教員です。教員の〈アップデート〉がなされなければ、いくらよい施策を

検討し実行しても、その実をあげることはできないでしょう。 

教員の〈アップデート〉のために必修であるのは FD 研修会とその参加、受講しての振

り返りと改善といえます。大学教育の質保証の観点からしても、学内外における FD 研修

は、大学教員にとって重要な教育活動のひとつです。教員ひとりひとりは教育の質を高

め、それを実践する力を向上していくことが求められています。また、そのような活動を

継続することは、大学教員にとって、学生に対する責務といえます。 

大学の FD 研修の内容は多岐にわたることは広く周知されています。授業デザインの方

法、シラバスの作成、評価方法、教材開発、ICT を活用した授業運営、といった、比較的ポ

ピュラーな内容に加え、近年では生成 AI と学びの関係を問うテーマが扱われるようになっ

ています。 

本学においても、具体性をもって FD 研修として取りあげ、2023 年度の一回目の FD 研

修として、第 1 回佛教大学教育開発研究会「生成 AI を活用した教育の可能性」をオンライ

ン配信形式で開催しました。

二回目の FD 研修は、本学卒業生の企業における評価を通じ、学びの成果を検討するとい

う主旨で、第 2 回教育開発研究会「卒後 7 年、卒業生は学生生活をどのように振り返り採

用企業は佛教大学へ何を求めているのか」を開催、採用企業へのアンケート調査をもとに、

社会における本学の学びの成果や求められている学びを考え、教育改善に努める内容とし

ました。 

本報告書では、これらの内容だけでなく、その他の FD 関連研修会報告も併せて収載して

います。学部学科独自の FD 研修会も充実する傾向であり、こういった取り組みを積み上

げ、学生主体の深い学びが展開できる教育を実現していきたいと考えています。 

最後となりますが、教育推進機構・教育推進部は、今後も FD 研修を積極的に推進して

いきます。本報告書が、先生方の授業運営や学生支援に貢献できましたら幸いです。 
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 2023年度FD研修会実施一覧

全体FD研修

日　程 時間 場所 対象 テーマ 参加者数

2023年8月24日（木）
～2023年9月22日
（金）

―
オンライン（オン
デマンド配信）

専任教員
第1回佛教大学教育開発研究会
生成AIを活用した教育の可能性

177

2024年1月17日(水） 16：30～17：40
常照ホール
(対面）

本学専任教員
第2回佛教大学教育開発研研究会
卒後7年、卒業生は学生生活をどのように振り返
り、採用企業は佛教大学へ何を求めているのか

189

学部・学科研修

日程 時間 場所 対象 テーマ 参加者数

2023年10月25日（水） 16：00～16：50 オンライン 仏教学部 「2023年度基礎学力テスト」学部別報告会 12

2024年1月24日（水）　12：50～14：20 オンライン 文学部
2026年度設置　文学部新学科カリキュラム等につい
て

23

2023年7月19日（水） 14：50～15：50 オンライン 歴史学部
合理的配慮を必要とする学生への具体的サポートに
ついて

18

2023年11月29日（水） 15：00～16：00 オンライン 歴史学部 2023年度基礎学力テスト学部別報告会 20

2024年3月6日（水）～
2024年3月17日（日）

― オンライン 教育学部
教育現場のリアル ～ともに生きる力を育む教育と
は ～

33

2023年5月24日（水） 16：00～17：00 対面 社会学部
初年次教育・少人数教育の在り方についてのワーク
ショップ

17

2023年7月6日（木） 16：10～17：30
対面・
オンラインハイブ
リッド

社会学部 カリキュラム間の連携についてのワークショップ 17

2023年9月7日（木） 16：10～17：10 オンライン 社会学部
春学期入門ゼミの「緑」支援学生のサポートに関す
る意見交換

18

2023年10月25日（水） 16：10～17：30
対面・
オンラインハイブ
リット

社会学部
2022年度卒業生学習実態調査検討課題について考え
るワークショップ

19

2023年11月29日（水） 16：50～17：50
対面・
オンラインハイブ
リット

社会学部 DP/CPの作成（見直し）についてのワークショップ 15

2024年1月24日（水）　15：00～16：00
対面・
オンラインハイブ
リット

社会学部 他大学社会学系学部のカリキュラムについて学ぶ 17

2024年3月21日（木） 13：00～14：10 オンライン 社会学部
秋学期「専門学修のための日本語表現」の「緑」支
援学生のサポートに関する意見交換会

12

2024年3月21日（木） 16：10～17：10 オンライン 社会学部 高等学校での教科「探究活動」の指導と成果 20

2024年2月21日（水） 13：00～14：00
対面・
オンラインハイブ
リット

社会福祉学部
専門職キャリアサ
ポートセンター実
習指導講師

初代学科学生会の組織に向けて―学科学生会って
何？

15

2023年6月10日（土） 13：00～15：00
対面・
オンラインハイブ
リット

保健医療技術学部
シミュレーション教育における効果的なデブリー
フィングの実践

34

2024年2月21日（水） 12：50～14：00 オンライン 保健医療技術学部 2023年度基礎学力テスト 学部別報告会 44
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2023 年度第 1 回 佛教大学教育開発研究会 

『生成 AI を活用した教育の可能性』 

実施方法：オンライン（オンデマンド）配信 

日 時：2023 年 8 月 24 日（木）14:00 ～ 9 月 22 日（金）17:00 

講 師：谷本 和也（社会学部現代社会学科 講師／情報推進室長） 

【内 容】 

第一章では、Chat GPT の仕組みや特徴について述べられた。 

Chat GPT とは、人間のように対話・質疑応答できる AI である。事前に学習しているデ

ータから答えを探し、人間が入力した文自体を理解するのではなく、次に続く確率が高い

単語を探し、適切な答えを導くとされている。 

第二章では、実際に Chat GPT に問題を解かせた実例が紹介された。 

就活生の面接官役を Chat GPT が担い、ロールプレイを行った例では、プロンプト（命

令文）を入力する際に、要素として、文脈（命令に関する背景やなりきってほしいキャラ

クターなど）、命令（実行したい内容と文字数や条件などをあわせて指示する）、入力デー

タ（考察したいデータや要約したい文章など対象となるデータ）、出力指示（表形式での出

力や、リスト形式での出力などを選択）などを具体的に指示することで、より詳細な結果

が得られ、面接さながらの質疑応答が可能となった。 

第三章では、生成 AI を活用した教育の可能性として、生成 AI をめぐる議論について説

明された。 

生成 AI について、未経験、初学者である学生が生成 AI に頼り切って、生成 AI から導き

出された結果を鵜呑みにすることで、成長機会が喪失することが懸念されるとした。一方

で熟練者は、生成 AI と対話することで、自身のアイデアをより深堀りできるようになる可

能性があるとした。 

最後に、学生が生成 AI を使用する際は、初めに基礎的な知識を学ぶことが重要であり、

あくまでも生成 AI は副操縦士役であり、パイロット役である我々の知識、思考、意思決定

が重要であると述べられた。 
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2023（令和 5 年）年度 第 2 回教育開発研究会 

『卒後 7 年、卒業生は学生生活をどのように振り返り 

採用企業は佛教大学へ何を求めているのか』 

【内容】 

株式会社リアセック様より、卒業生アンケート調査（2022 年度）の結果報告がされた。

ポートフォリオを用いて学部別で比較され、「科目ごとの学習熱心度と役立ち度」や「活動

ごとの取組熱心度と満足度（正課、正課外、就職活動、アルバイト）」などのアンケートで

は、全学部で高い数値であったことが述べられた。 

次に、卒業生に対して「社会に出てどのような力が必要であったか」の項目に関して、コ

ンピテンシーといわれる対人基礎力や親和力・協働力が全体的に高かった。こういった力は

在学中にしっかりと身に付けることができたと答えた卒業生が多く、社会でもその力を発

揮できていると感じていた。一方で課題となったのは、気持ちを制御する能力、PC スキル

であると述べられた。 

 「大学生活満足度・本学推奨度分析」の項目では、約 8 割の学生が大学生活に満足してい

る結果で、満足度が高いほど本学推奨度も上がっていくことが示された。 

また、注目すべき点は、満足していると答えた学生は、在学中に教職員へのキャリア相談

などを行っており、教職員との親密度も満足度と相関関係にあると考えられることが示さ

れた。 

 以上のアンケート結果より、他大学と比較しても、在学中に培った能力や経験が社会に出

てから役に立っていると実感している卒業生が多いことが分かった。 

続いて、企業調査・結果報告書（2022 年度）では、採用企業が新卒者に求める能力とは

どういったものなのか述べられた。結果は、親和力・協働力・行動力・持続力など、本学の

卒業生が身に付けることができたと答えた力と合致していることが分かった。 

一方で、今後のカリキュラムに期待する点に関して採用企業は、課題解決型（PBL 型）

の教育であると述べられ、学生発信で課題を見つけ解決することで解決能力や実践能力を

高める教育施策が重要であると述べられた。 

最後に教職員からリアセック様への質疑応答があり、会議は終了となった。 
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主催 北陸大学孔子学院事務局 

企画名称・テーマ 北陸大学第 7 回中国語教授法研修会 

開催日 ・ 会場 2023 年 7 月 29 日(土)  Zoom（同時双方向） 

 参加者所属 文学部 中国学科 

 

FD 関連研修会 参加報告書 

 

参 加 報 告 

【研修会の趣旨】 

 この研修会は 2016 年から、北陸大学孔子学院により主催され、日本の高等教育機関などで中国語を教えてい

る教員を対象とする研修会である。今年度は第 7 回目を迎えた。コロナ禍の影響で、従来の対面研修会から対

面とオンライン、ハイブリット型研修会に切り替えた。そのため、多くの教育者が気軽に参加できるようにな

った。 

 日本で日本人学習に中国語を教えることは、中国国内で外国人に中国語を教えることと全く違っている。今

回の研修では、在日中国語教育について、三人の専門家を招き、文法の教授法を中心に講演と模擬講義をして

いただいた。 

【研修会の概要】 

a. 大阪大学古川裕教授による「中国語教育文法の課題_日本人学習者の誤用例から考える」との講演では、日

本語学習者の具体的な誤用例を紹介しながら、中国語教育文法における課題と対策を紹介した。それは：

1）難しい文法、学習者の間違いやすい文法だけに力を入れる。2）教師はテキストより内容を補充する必

要がある。3）中国語の文法をそのまま日本語の文法に応用してはいけない実例は多い。4）日本語、英語

と比較しながら、中国語との違いを学習者に気づかせる。 

b. 北京語言大学蘇英霞先生による「漢語教育原則と教育体現」との講演では、発音、語彙、文法、コミュニ

ケーションにおける中国語教育の原則を紹介し、どのように良い教育効果を得られる方法も丁寧説明した。

中国語教育を階段上りのように例えることができる。教師は道案内人であると同時に、階段と次の階段の

間に、架け橋の役割を果たすべきだと指摘した。 

c. 北京語言大学蔡建永先生により「中国語初中級」との模擬講義をしていただいた。講義においては、動画

を多く使用していて、質の高い講義であった。 

【研修会の内容で特に印象に残ったことや、今後に活かせると思われたことについて】 

 今回の研究会では、中国語教育者である私が、大変良い勉強になった。これまで自分も気づかない問題は多

く解決できた。具体的には： 

1） 中国語漢字と日本語漢字は共通部分があって、異なる部分もある。異なる部分、間違いやすい部分だけ

に力を入れた方が、効率的に教えることができる。 

2） 中国語を日本語に訳す際に、語彙レベルだけの対訳ならば、学生が間違って理解して、誤用現象も多発

している。対訳する際に、文法において、またコミュニケーションにおいて、日本語と中国語の違いを

注意すべきである。 

3） 教師一方的な教え込むより、日本語、英語と比較しながら、これらの言葉が中国語との違いを学生自ら

に発見してもらった方が効果的な教育方法である。 

 今後の教育活動においては、今回の研修で得られた知識とノウハウを生かし、より良い中国語教育活動に

携わっていきたいと思っています。 
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主催 ビズアップ総研 

企画名称・テーマ 
2 時間でマスター！ChatGPT の始め方・使い方研修～様々な業種で

の活用術を伝授～ 

開催日 ・ 会場 2023 年 12 月 8 日(金) Zoom（オンライン受講） 

参加者所属 教育学部 幼児教育学科 

FD 関連研修会 参加報告書 

参 加 報 告 

【研修会の趣旨】 

一般企業、士業、金融、教育、医療福祉、自治体など様々な業種に合わせた ChatGPT 活用事例も豊富に紹介

し、演習を通して活用方法を学ぶ。 

【セミナーのポイント】 

POINT1：ChatGPT の基本（その背景・現状・魅力・特徴・プラン・機能など） 

POINT2：講師が実演付きで、ChatGPT の使い方について 

POINT3：メール作成、ブレスト活用、広告コピー制作など応用技 

POINT4：ChatGPT と SNS（ブログ、YouTube、FB、Instagram）の連携方法 

POINT5：ビジネスシーンで利用するためのプロンプト集 

POINT6：一般企業、士業、金融、教育、医療福祉、自治体等の業種での活用事例 

POINT7：ChatGPT の始め方・使い方を確実にマスターする 

【研修会の概要】 

ChatGPT の活用事例が多く示され、特にプロンプトの入力の方法について、具体的に解説・説明があった。プ

ロンプトの設計の仕方が大切であること、回答形式を指定すること、また出てきた回答をチェックすることが

ポイントであり、さらに必要な回答を求めるための具体的なプロンプトの出し方の実例が多く示され、理解を

深めることができた。 

◆導入：ChatGPT とは？研修の目的と流れ

◆第 1 部：ChatGPT の基本・ChatGPT の背景と現状、ChatGPT の特徴、ChatGPT の機能

◆第 2 部：実際に ChatGPT を使ってみよう・文章の作成と推敲、翻訳機能の利用

◆第３部：ChatGPT の応用技・プロンプトの設計、ブレインストーミングの活用

◆第 4 部：ChatGPT と SNS の連携・SNS 戦略と ChatGPT の活用、各 SNS との連携方法

◆第５部：ビジネス現場での活用・会議のサポート、プライバシーとセキュリティ

◆第６部：様々な業種での具体的な活用例

【研修会の内容で特に印象に残ったことや、今後に活かせると思われたことについて】 

授業における ChatGPT の活用の仕方については、科目の内容によって適切な活用方法を検討して学生に周

知する必要があると感じる。また、ChatGPT の活用に長けた学生もいることが考えられるため、ChatGPT を

利用してレポートや論文などを作成する可能性があることも想定できる。到達目標に向けて学びが深まるよう

な活用ができれば良いが、単に楽をするような活用方法では学生自身の学びにはマイナスになる。これらのこ

とも想定して授業や課題を作っていく必要性と難しさを同時に感じた。 

研究の面では、資料の構成や論文の作成にも効果的な使い方があることを勉強できたため活用したい。プラ

イバシーとセキュリティについて注意点についても確認できた。

先日の学内 FD をベースに ChatGPT の活用についてさらに学ぶことができた。
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主催 外国語教育メディア学会（LET）中部支部 

企画名称・テーマ 
外国語教育とデジタル・トランスフォーメーション ～先進的な取り

組みから～ 

開催日 ・ 会場 2023 年 12 月 16 日(土)10：00～17：00 

参加者所属 教職支援センター 

FD 関連研修会 参加報告書 

参 加 報 告 

【研修会の趣旨】 

インターネットの急速な普及やデジタル技術を教育に活かしてＤＸを推進することの趣旨や考え方等につい

て理解を深めるとともに、DX の推進を意識した外国語教育の先進的な実践を交流し、有効な取り組みを実現

していく。 

【研修会の概要】 

DX の考え方に関する講義、外国語メディア学会会員の研究発表・実践報告、ＩＣＴ活用の実践例をもとにし

たシンポジウムの三部構成の研修会。 

まず、講義では「いまとこれからの教育ＤＸ」と題して、ＤＸ推進の意義や考え方について、奈良教育大学

准教授から説明があった。実践報告で私が出席した部会においては、特別支援学校における外国語活動の取り

組み、生成系ＡＩの支援による学習ログデータ分析の試み、小学校外国語科の音読指導における主体的に学習

に取り組む態度の育成という三つの報告があった。そして、シンポジウムでは、英語教育における日本の子ど

もたちの課題とされる「話すこと（即興）」を念頭に置き、ビデオ通話を活用してインドネシアの生徒たちと協

働学習をしたプロジェクトを通して、シンポジストからこれからの教育 DX の進め方について話が展開された。 

【研修会の内容で特に印象に残ったことや、今後に活かせると思われることについて】 

DX とは、IT 活用により効率化を進めた上で、デジタル技術を活用して誰もがいきいきとワクワクしながら

充実した人生を送るという質的な変化をめざすものであり、そうした DX 推進の趣旨を確認しつつ、外国語教

育の具体的な進め方について学ぶことができたことが本研修での収穫である。 

外国語教育において「話すこと（即興）」は課題であり、生徒たちが主体的に学びながら真のコミュニケーシ

ョン力をつける、ビデオ通話での海外の生徒との交流は有効な手立てである。 

英語授業におけるコミュニケーション活動は、わかりきったことを尋ね合うようなものになりがちで「本物

の交流」になっていないことが多い。そうした中、日常のコミュニケーションに近づけて「気づき機能」を高

めるよう場の設定を工夫してコミュニケーション活動を行うことは意義深く、研修会で紹介された実践は教育

DX 推進の一つのモデルとなるものだと感じた。また、外国の生徒との交流をイベント的に終わらせることな

く、生徒に付けたい力を明確にして継続的に取り組むことや、外国の生徒との交流を通しての生徒の振り返り

等をもとにその後の日常の授業のあり方を見直したりすることの大切さを確認できた。 

こうした具体的な取り組みや生徒の課題を踏まえた授業の進め方については、今後の大学での指導に活かした

い。 
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